
A

目的・目標の達成度 A

市民への効果 A

共働の相乗効果 B

A

共働による活動成果の高さ，またこの活動が地域住民の取り込
みにもつながっていることが高く評価できます。

共働の仕組みがうまくできており，NPOの基盤強化にも役立つ事
業と考えます。

今後，この取組みが，他の地域にも広がることを期待します。

共働の成果を活かしそれぞれが実施

○採点の基準
　Ａ：共働の取組、事業の成果が優れている
　Ｂ：共働の取組、事業の成果がやや優れている
　Ｃ：共働の取組、事業の成果ともにどちらでもない
　Ｄ：共働の取組、事業の成果ともに努力が必要である
　Ｅ：共働の取組、事業の成果ともに不十分で、一層の努力が必要である
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暮らしと松林をつなげる
「松葉の堆肥づくり」
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